







所感と QOL が摂食障害傾向にどのような影響を及ぼすのか，中学生版 QOL 尺度（松嵜，
2007），小学生版学校居場所感尺度（奥田・山口，2016），及び大谷・三井・義田・小牧・吉













A study on influence of School Whereabouts and Quality of life 
















































































２ ）Eating Disorder Examination-Question-
naire；EDE-Q
　Fairburn（2008）によって開発された





















































































































































４） 分析には，統計解析ソフト IBM 
SPSS Statistics 23及び構造方程式



















質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性
Ⅰ　自由性　α＝.88
８ 学校では，自分の好きなようにできる .99 -.13 .14 -.07 -.91
９ 学校では，自由に行動できる .79 .24 -.08 -.15 .71
11 学校では，友達のことについてよく考える .74 -.06 -.12 .14 .52
16 学校では，自分のペースで勉強できる .57 -.15 .26 -.07 .38
20 学校には，なんでも話せる場所がある .54 -.01 -.13 .00 .22
Ⅱ　心安らぐ空間　α＝.80
18 学校には，リラックスできる場所がある -.13 1.12 -.02 -.05 1.00
19 学校には，落ち着ける場所がある .14 .78 .00 .01 .79
５ 学校では，無理しないでいられる .07 .55 .20 -.11 .45
Ⅲ　活動満足感　α＝.87
13 学校では，夢中になれることがある -.15 -.01 .98 .00 .80
14 学校では，自分の能力を活かせる .08 .04 .75 .10 .79
15 学校には，好きなことがある .01 .10 .70 -.01 .45
Ⅳ　被受容感　α＝.81
２ 学校には，悩みを聞いてくれる人がいる -.01 .00 -.06 1.04 1.00
３ 学校では，友達と一緒にいられる -.02 -.15 .05 .64 .33
１ 学校には，自分を本当に理解してくれる人がいる -.06 .17 .16 .58 .71
因子相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ ─ .67 .61 .58
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